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吸
引
を
充
分
に
行
い
、
Ｎ
Ｃ

・
Ｅ
Ｄ
Ｔ
Ａ
で
洗
浄
を
繰
り

返
す
こ
と
▽
治
療
が
長
期
に

渡
り
、
疼
痛
が
発
現
す
る
場

合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
患
者

に
適
切
な
説
明
を
す
る
こ
と

―
が
重
要
で
あ
る
と
解
説
し

た
。

　

ま
た
、
歯
根
未
完
成
歯
の

再
生
療
法
を
小
臼
歯
の
中
心

結
節
を
症
例
に
解
説
。
治
療

後
、
歯
根
が
成
長
し
歯
髄
が

再
生
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
見

え
る
が
こ
れ
は
厳
密
に
は

〝
再
生
〞
で
は
な
く
〝
修

復
〞
と
考
え
る
の
が
妥
当
で

あ
る
と
し
た
。

 

（
東
住
吉
区
・
森
啓
）

図
る
と
し
た
。

　

今
後
、
求
め
る
会
は
、
次

期
府
議
会
に
向
け
て
、
改
悪

さ
れ
た
医
療
費
助
成
の
拡
充

を
求
め
て
知
事
へ
の
要
望
や

議
会
各
会
派
へ
の
要
請
を
実

施
し
て
い
く
。

な
る
よ
う
自
動
償
還
シ
ス
テ

ム
の
整
備
を
府
に
求
め
て
い

た
。

　

懇
談
で
は
、
他
公
費
と
府

医
療
費
助
成
併
用
時
の
一
部

負
担
金
徴
収
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
確
認
。
医
療
機
関
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
し
、

大
阪
府
、
大
阪
市
が
一
部
誤

っ
た
回
答
を
し
て
い
た
こ
と

を
取
り
上
げ
、
是
正
を
求
め

た
。
担
当
課
は
、
誤
っ
た
情

報
発
信
を
認
め
、
府
内
の
市

町
村
、
医
療
機
関
に
周
知
を

０
円
を
支
払
う
こ
と
に
な

る
。
月
額
上
限
は
３
０
０
０

円
と
な
っ
て
お
り
、
超
過
分

は
患
者
の
申
請
に
よ
る
償
還

手
続
き
が
必
要
だ
っ
た
。
求

め
る
会
は
、
４
月
の
導
入
以

降
、
償
還
手
続
き
が
不
要
と

て
の
問
題
解
決
能
力
が
重
要

で
あ
る
と
強
調
。
臨
床
で
必

ず
経
験
す
る
症
例
に
焦
点
を

あ
て
根
管
治
療
が
失
敗
す
る

要
因
を
解
説
し
た
。

　

鶴
町
氏
は
、
治
療
の
失
敗

は
、
診
断
ミ
ス
、
技
術
力
不

足
、
根
管
外
感
染
の
３
つ
の

要
因
が
あ
る
と
指
摘
。
根
管

治
療
に
お
い
て
は
、
▽
Ｃ
Ｔ

や
マ
イ
ク
ロ
ス
コ
ー
プ
な
ど

の
技
術
の
発
展
が
治
療
の
一

助
と
な
る
こ
と
▽
浸
出
液
は

授
）
を
講
師
に
１
３
３
人
が

参
加
し
た
。

　

鶴
町
氏
は
、
根
管
治
療
を

成
功
に
導
く
に
は
、
失
敗
原

因
の
究
明
と
歯
科
医
師
と
し

　

経
税
部
は
８
月
18
〜
19

日
、
医
科
歯
科
合
同
で
雇
用

管
理
講
習
会
「
２
日
で
マ
ス

タ
ー　

募
集
、
採
用
、
労
働

条
件
通
知
書
作
成
の
ポ
イ
ン

ト
」
を
保
険
医
会
館
で
開

き
、
18
人
が
参
加
し
た
。

　

講
習
会
の
１
日
目
は
、
社

会
保
険
労
務
士
の
堀
口
正
二

氏
を
講
師
に
雇
用
管
理
の
基

礎
知
識
に
つ
い
て
学
び
、
２

日
目
に
日
常
起
こ
り
え
る
雇

用
問
題
に
つ
い

て
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
て
討
論

し
た
。

　

堀
口
氏
は
講

演
で
職
員
の
採

用
に
つ
い
て
、

「
採
用
者
は
時

給
、
休
日
、
有

給
を
見
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
後
々
の
ト
ラ

ブ
ル
を
防
止
す
る
た
め
に
も

労
働
条
件
通
知
書
に
は
法
律

上
最
低
限
必
要
な
項
目
だ
け

で
は
な
く
、
自
院
で
必
要
と

思
わ
れ
る
項
目
も
詳
し
く
取

り
決
め
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」
と
説
明
。
ま
た
、

「
口
約
束
で
は
な
く
文
書
を

取
り
交
わ
す
こ
と
が
ト
ラ
ブ

ル
防
止
に
つ
な
が
る
」
と
し

た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
で
様
々
な
意
見

を
交
流
し
、
堀
口
氏
か
ら
法

的
な
基
準
を
解
説
い
た
だ
く

と
い
う
実
践
的
な
内
容
で
た

い
へ
ん
参
考
に
な
っ
た
」
と

感
想
が
寄
せ
ら
れ
た
。

 

（
港
区
・
冨
本
昌
之
）

　

臨
床
学
術
部
は
８
月
５

日
、
生
涯
研
修
「
あ
な
た
の

根
管
治
療
は
こ
こ
が
間
違
っ

て
い
る
」
を
Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル

で
開
催
し
た
。
鶴
町
保
氏

（
日
本
大
学
歯
学
部
前
教

お
り
、「
多
く
の
市
町
で
８

月
ま
で
に
稼
働
す
る
」
と
回

答
。
市
町
村
別
の
進
捗
状
況

は
、
自
動
償
還
シ
ス
テ
ム
の

導
入
を
進
め
て
い
る
が
「
実

施
時
期
が
未
定
」
で
あ
る
の

が
大
阪
市
、
吹
田
市
ら
６
市

町
。
摂
津
市
、
豊
能
町
ら
４

市
町
村
は
、「
導
入
の
方
針

が
固
ま
っ
て
い
な
い
」
と
答

え
た
。

　

こ
れ
ま
で
府
福
祉
医
療
費

助
成
制
度
は
、
医
療
機
関
ご

と
に
１
回
５
０
０
円
、
月
２

回
が
窓
口
で
の
支
払
い
上
限

と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

４
月
１
日
か
ら
制
度
が
変
更

さ
れ
、
老
人
と
障
が
い
者
に

つ
い
て
は
、
窓
口
で
の
月
２

回
の
支
払
い
回
数
上
限
が
取

り
払
わ
れ
、
受
診
毎
に
５
０

償
還
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る

こ
と
が
分
か
っ
た
（
表
）。

　

府
担
当
課
は
、
府
内
自
治

体
に
お
け
る
自
動
償
還
シ
ス

テ
ム
の
導
入
状
況
に
つ
い

て
、
43
市
町
村
中
、
39
市
町

で
す
で
に
導
入
が
決
ま
っ
て

　

協
会
が
参
加
す
る
「
福
祉

医
療
の
拡
充
を
求
め
る
」
大

阪
実
行
委
員
会
（
求
め
る

会
）
は
８
月
21
日
、
府
福
祉

医
療
担
当
課
ら
と
懇
談
、
多

く
の
市
町
村
で
８
月
ま
で
に

医
療
費
助
成
に
か
か
る
自
動

か
る
消
費
税
額
を
還
付
す
る

「
輸
出
戻
し
税
」
が
用
意
さ

れ
て
い
る
。
還
付
額
は
上
位

12
社
だ
け
で
１
兆
円
を
超
え

る
（
表
）。
増
税
す
れ
ば
さ

ら
に
還
付
金
は
増
え
る
。

　

こ
の
制
度
の
恩
恵
を
受
け

る
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
消
費
税

を
一
度
も
税
務
署
に
納
め
た

こ
と
が
な
く
、
毎
年
、
巨
額

の
還
付
金
を
受
け
て
い
る
。

財
政
の
専
門
家
か
ら
は
、

「
国
か
ら
の
隠
れ
た
『
補
助

金
』
に
な
っ
て
い
る
」
と
の

批
判
も
出
て
い
る
。

　

大
企
業
だ
け
利
益
を
得
る

消
費
税
は
極
め
て
不
公
平
な

税
制
で
あ
り
、
応
分
の
負
担

を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

Ａ　

消
費
税
の
負
担
な
く
、

巨
額
の
還
付
金
が
受
け
ら
れ

る
か
ら
。

　

財
界
・
大
企
業
が
消
費
増

税
を
求
め
る
大
き
な
理
由

は
、
消
費
税
を
全
て
価
格
に

転
嫁
で
き
る
こ
と
に
加
え
、

巨
額
の
還
付
金
「
輸
出
戻
し

税
」
で
利
益
を
上
げ
ら
れ
る

か
ら
だ
。

　

大
企
業
は
消
費
税
を
価
格

に
上
乗
せ
し
た
り
、
下
請
け

企
業
に
負
担
を
求
め
た
り
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え

増
税
し
て
も
、
大
企
業
に
と

っ
て
は
痛
み
を
感
じ
な
い
税

金
だ
。

　

さ
ら
に
輸
出
大
企
業
に

は
、
輸
出
分
の
仕
入
れ
に
か

Ｑ　

景
気
が
悪
く
な
る
の

に
、
な
ぜ
財
界
・
大
企
業
は

消
費
増
税
を
求
め
る
の
か
。

輸出大企業（製造業12社）に対する還付金額推算（税率８％）
単位：億円

企業名 事業年度 売上高 輸出割合（％） 還付金額
トヨタ自動車 2015年４月～

2016年３月 11兆5,858 78.6 3,633
日産自動車 同　上 ３兆4,934 68.6 1,546
マツダ 同　上 ２兆6,065 82.0 804

本田技研工業 同　上 ３兆3,036 60.2 754
キヤノン 2015年１月～

2015年12月 ２兆0,911 （推定）77.7 581

東芝 2015年４月～
2016年３月 ２兆8,752 （推定）59.0 546

三菱自動車 同　上 １兆8,060 80.6 545
ソニー 同　上 ２兆0,642 （推定）68.7 456
村田製作所 同　上 8,891 （推定）93.5 390
新日鉄住金 同　上 ３兆1,607 （推定）38.8 326
日立製作所 同　上 １兆8,596 （推定）48.0 272
パナソニック 同　上 ３兆7,822 30.6 249
合　計 １兆0,102

湖東京至氏（元静岡大学教授・税理士）の推計（『全国商工新聞』2016年10月10日付）

福祉医療

雇用管理
講 習 会

福祉医療　窓口負担の自動償還導入状況

自動償還を導入する
自治体 39市町村

導入時期が未定の
自治体

大阪市、吹田市、枚方市、
高槻市、岬町、河南町の６
市町

導入が未定の自治体 摂津市、豊能町、能勢町、
千早赤阪村の４市町村

８月生涯研

39
市
町
で
自
動
償
還
導
入

労
働
条
件
通
知
書
の

重
要
性
を
強
調

根
管
治
療
を
成
功
に
導
く

８
月
ま
で
に
実
施
が
多
数

鶴
町
氏
「
失
敗
原
因
の
究
明
が
重
要
」

根管治療を成功に導くた
めには失敗原因の究明が
重要だと語る鶴町氏＝８
月５日、Ｍ＆Ｄホール

教えて！

財
源
問
題

財
源
問
題

社
会
保
障

社
会
保
障

Ｑ 財界が消費増税を求める理由

予想外のオープンキャンパス
　

お
盆
の
里
帰
り
を
終
え
帰
阪
し

た
。
私
の
生
ま
れ
は
高
知
市
で
あ

る
。
関
西
以
外
で
講
演
を
す
る
と

「
大
阪
の
先
生
は
面
白
い
。
や
っ

ぱ
り
遺
伝
子
な
ん
で
し
ょ
う
ね

〜
」
と
言
わ
れ
る
が
、
そ
う
じ
ゃ

な
い
。
私
は
メ
イ
ド
・
イ
ン
・
Ｔ

Ｏ
Ｓ
Ａ
だ
。
そ
の
証
拠
に
、
向
か

っ
て
く
る
自
転
車
を
素
早
く
か
わ

せ
る
（
Ｔ
Ｏ
っ
Ｓ
Ａ
）。
亡
き
父

を
心
で
い
つ
も
呼
ん
で
い
る
（
Ｔ

Ｏ
〜
Ｓ
Ａ
ん
）。
昔
話
の
締
め
言

葉
が
好
き
だ
（
…
と
な
っ
た
Ｔ
Ｏ

Ｓ
Ａ
）。

　

こ
の
夏
の
天
候
は
暑
さ
も
雨
も

史
上
初
の
オ
ン
パ
レ
ー
ド
。
驚
き

の
変
わ
り
種
は
７
月
末
の
台
風
12

号
。
関
東
に
上
陸
し
北
九
州
へ
と

西
へ
進
み
、
更
に
は
種
子
島
で
ル

ー
プ
を
描
い
て
中
国
へ
と
去
っ
て

行
っ
た
。
東
か
ら
西
に
や
っ
て
来

た
台
風
を
見
た
の
は
生
ま
れ
て
初

め
て
。
脳
天
気
な
私
で
も
地
球
の

明
日
と
頑
張
る
学
生
達
の
未
来
が

心
配
に
な
る
。
一
生
懸
命
努
力
し

て
も
地
球
が
お
か
し
く
な
っ
た
ら

報
わ
れ
な
い
。

　

地
球
は
お
か
し
く
な
い
の
に
、

努
力
が
報
わ
れ
な
い
こ
と
も
あ

る
。
東
京
医
大
入
試
だ
。
女
子
受

験
生
と
３
浪
以
上
の
男
子
は
一
律

減
点
、
何
と
ご
無
体
な
。
昔
は
い

ざ
知
ら
ず
、
今
の
大
学
入
試
は
真

っ
正
直
で
あ
る
と
信
じ
切
っ
て
い

た
我
々
国
民
は
愕
然
と
し
た
。
私

の
同
郷
の
友
は
、
こ
の
大
学
の
要

職
に
就
い
て
い
る
。
伝
え
聞
く
所

に
よ
る
と
、
連
日
の
幹
部
会
議
ら

し
い
。
私
も
大
学
人
だ
か
ら
、
未

曾
有
の
状
況
は
よ
く
判
る
。
が
、

彼
の
健
康
を
案
じ
な
が
ら
も
、
つ

い
ネ
タ
に
し
て
し
ま
っ
た
。

　

８
月
９
日
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
。
炎
天
下
に
も
拘
わ
ら
ず
、

た
く
さ
ん
の
高
校
生
が
集
ま
っ
て

く
れ
た
。
例
年
の
こ
と
だ
が
男
子

よ
り
女
子
が
多
い
。
こ
こ
は
大
阪

だ
、
東
京
医
大
の
件
は
他
人
事
に

違
い
な
い
と
判
断
し
、「
女
子
受

験
生
大
歓
迎
で
す
。
阪
大
歯
学
部

は
東
京
医
大
と
は
違
い
ま
す
」
と

一
言
。
ク
ス
ッ
と
し
た
笑
い
で
会

場
が
埋
め
尽
く
さ
れ
る
は
ず
だ
っ

た
。
し
か
し
、
見
事
に
す
べ
っ

た
。
会
場
に
は
嫌
〜
な
雰
囲
気
が

漂
い
、
僅
か
な
が
ら
た
め
息
も
。

医
療
系
を
志
す
女
子
高
生
に
は
他

人
事
で
は
無
か
っ
た
の
で
あ
る
。

お
の
れ
の
不
明
を
恥
じ
た
。

　

阪
大
歯
学
部
に
は
男
女
の
区
別

は
な
い
こ
と
を
伝
え
た
か
っ
た
。

大
阪
大
学
歯
学
部
学
生
の
男
女
比

は
ハ
ー
フ
ハ
ー
フ
。
成
績
も
ハ
ー

フ
ハ
ー
フ
。
大
学
院
進
学
率
も
ほ

ぼ
ハ
ー
フ
ハ
ー
フ
。
し
か
し
、
成

績
上
位
10
％
は
女
子
優
勢
。
一

方
、
授
業
中
の
態
度
が
悪
い
の
は

男
子
優
勢
。
育
て
る
手
間
に
は
性

差
が
あ
る
よ
う
だ
。

咀 ④嚼玩味

天 野 敦 雄

大阪大学歯学研究科長・
歯学部長　予防歯科学・
教授　　　　　　　　　

労
働
条
件
通
知
書
の
重
要
性
を
説
明
す
る

堀
口
氏
＝
８
月
18
日
、
保
険
医
会
館　
　


